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市の�人�口�●�127，�702人�
世�　�帯�　�数�●�51，�730世帯�
　　�（�平成１５年�３�月１�日現�在�）�

【座間市のお知らせ】� 685

●�みんなの健康（3面）�

●�

●�水道部からのお知らせ（2面）�

●�納税は口座振替で（8面）�

平成１５年度予算編成方針（4面）�●�
ざまインフォメーション（6・7面）

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�

　

こ
れ
ま
で
比
較
的
軽
い
症
状

の
診
療
（
一
次
診
療
）
は
、
土

曜
日
夜
間
と
休
日
に
休
日
急
患

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
加
え
、
平
日
夜
間

（
午
後
七
時
〜
十
時
）
に
も
小

児
科
医
に
よ
る
一
次
診
療
を
開

始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

に
は
、
短
時
間
で
血
液
検
査
が

で
き
る
測
定
装
置
を
、
近
日
中

に
導
入
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
感
染
症
や
炎
症
な
ど

の
特
定
疾
患
の
早
期
診
断
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　市では、４月１日から座間市休日急患センターを地域拠点とする、新しい小児救急医療体制
を開始します。
　これは、本市と綾瀬市、海老名市が共同で実施するもので、休日急患センターでの平日夜間
診療を開始するほか、深夜の診療や入院が必要な病状に対応する救急病院を確保することで、
小児科専門医による診療体制が整いました。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  市民健康課1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

夜
間
と
休
日
昼
間
の

一
次
診
療

　

深
夜
（
午
後
十
時
〜
翌
午
前

七
時
）
の
一
次
診
療
と
入
院
を

伴
う
診
療
は
、相
模
台
病
院（
相

模
が
丘
六
丁
目
）
と
海
老
名
総

合
病
院
（
海
老
名
市
河
原
口
）

が
交
代
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
番
病
院
に
は
小

児
科
医
が
待
機
し
診
療
に
当
た

り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
な
医
療
行
為
が

必
要
な
患
者
の
治
療
は
、
北
里

大
学
病
院
が
対
応
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
診
療
体
制
に
基
づ
く

救
急
時
の
診
療
場
所
の
情
報

は
、
「
座
間
・
綾
瀬
・
海
老
名

小
児
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で

提
供
し
ま
す
（
平
日
午
前
八
時

〜
午
後
六
時
は
録
音
テ
ー
プ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

　

お
子
さ
ん
が
急
に
発
病
し
た

と
き
に
は
、
ま
ず
落
ち
着
い
て

小
児
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
1
０

４
６（
２
５
５
）９
９
３
３
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
小
児
救
急
医
療
体

制
が
確
立
し
た
こ
と
で
、
通
常

の
医
療
機
関
の
診
療
と
併
せ
て
、

お
子
さ
ん
の
病
状
に
応
じ
た
適

切
な
治
療
を
二
十
四
時
間
受
け

ら
れ
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
掛
け

替
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

で
き
る
救
急
医
療
体
制
の
確
立

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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　市では、雨水を地下に浸透させ、地
下水の保全を促進する施設の設置に対
する助成を実施しています。
　既存住宅のほか、新築・改築時の設
置も対象となります。対象や金額など
には一定の条件がありますので、事前
にご相談ください。
　市営水道の貴重な水源となっている
地下水。おいしい地下水の供給のため、
ご協力をお願いします。

担当　　　　　　　　　　環境保全課
1０４６（２５２）７６７５ 5０４６（２５７）７７４３

　市では、良好な生活環境を保全するため、街の緑化に努めています。
公共施設の緑化だけでなく、民間施設の緑化に関する助成もしていま
す。ご希望の方は事前に担当へご相談ください。
【民間施設緑化事業】
　民間の駐車場の緑化に対して樹木を無料で配布します。
○配布対象　１５０平方㍍以上の駐車場
○配布内容　市が購入した樹木の苗木（限度額１０万円）
【生け垣設置奨励金】
　自己敷地内への生け垣設置に対して奨励金を交付します。
○交付条件　次のすべてに該当し事前審査を受けたもの①公道または
　公道に準ずる私道（以下、道路）に面する延長が２㍍以上②設置
　する部分の高さが道路から１.５㍍以下③樹高が０.９㍍以上④葉が触れ
　合う程度に列植
○奨励金額　１㍍当たり４０００円（限度額８万円）、既存の塀を取り壊
　して設置する場合は１㍍当たり６０００円（限度額１２万円）
　※緑化重点地区（入谷の一部、相模が丘、ひばりが丘）および鈴鹿
　・長宿街づくり協定地区については、限度額が異なります。
担当　　　　　　　　　 公園緑地課1０４６（２５２）７２２１ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、「電動式生ごみ処理機」および「生ご
み処理容器」を購入する世帯に、購入費を補助し
ています。これらは、ごみの減量や環境対策に有
効ですので、ぜひご利用ください。
　なお、購入後の申し込みは補助の対象となりま
せんのでご注意ください。
【電動式生ごみ処理機】
○補助金額　購入価格の３分の２
　（１００円未満切り捨て、上限４万円）
○補助制限　１世帯につき１台
【生ごみ処理容器】
○補助金額　１台当たり４千円を超える場合１台
　につき３千円、１台当たり４千円以下の場合購
　入金額の２分の１（１００円未満切り捨て）
○補助制限　１世帯につき２台
担当　　　　　　　　　　　　　　　資源対策課

1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

地下水保全対策の地下水保全対策の一助に一助に
雨水浸透施設等雨水浸透施設等設置助成制度設置助成制度

　小児救急医療体制の確立と同時に、内科・外科の診療体制
についても次のとおり強化します。
　問い合わせ先などは、３面「救急診療」のコーナーをご覧
ください。
内科診療
　休日急患センターでの１次診療を、これまでの土曜日夜間
と休日に加え、平日夜間（月曜～金曜日の午後７時～１０時）
にも開始します。
　深夜（午後１０時～翌朝８時）の１次診療と入院が必要な場
合の診療は、これまでどおり座間・綾瀬市内の指定病院が当
番制で当たります。
外科診療
　夜間（午後６時～翌朝８時）の１次診療と入院が必要な場合
の診療は、座間・綾瀬市内の指定病院が当番制で当たります。
　休日昼間（午前９時～正午、午後２時～５時）の診療は、
これまでと同様に市内の医療機関が当番制で当たります（婦
人科も同様）。

市民の皆さんの健康生活を　　　　　サポート�
内科・外科の診療体制も充実�

市民の皆さんの健康生活を　　　　　サポート�
内科・外科の診療体制も充実�

がっちり�がっちり�がっちり�

助　成　額施　設　名
１基当たり１２,５００円雨水浸透ます
１㍍当たり６,５００円雨水浸透トレンチ
１平方㍍当たり５００円浸透性アスファルト舗装
１基当たり２５,０００円雨水貯留槽

小児科専門医による夜間・深夜の診療体制を確立！�小児科専門医による夜間・深夜の診療体制を確立！�
座間・綾瀬・海老名３市の協力による小児救急医療体制をスタート�

ご利用ください！ 

｢｢ 民間施設緑化民間施設緑化事業 ｣事業 ｣とと ｢｢ 生け垣設置奨励金生け垣設置奨励金 ｣｣

大丈夫！小児救�
急情報センターへ�
電話してみよう！�

はい、小児救急情�
報センターです。�
この時間は、休日�
急患センターで診�
療しています。保�
険証を持参してく�
ださい。場所はこ�
ちらです。��

えっと…�
1０４６（２５５）９９３３っと…�
�

ここだ、ここだ。�
お願いします。�

大変、熱があるわ！�
こんな時間に診てもら�
える所あるのかしら…。�

では、こちらに必要事�
項を記入してください。�

ありがとうございました。� 心配ないですよ。薬を出し
ておきますので、改めてか
かりつけの病院で診察を受
けてください。�

すいません。子どもが熱を�
出してしまって…�

電動式生ごみ処理機および電動式生ごみ処理機および
生ごみ処理容器購入費生ごみ処理容器購入費

電動式生ごみ処理機購入費の補助率、上限額が上がりました

深
夜
の
一
次
診
療
、

入
院
治
療
や
重
症
患

者
に
対
す
る
診
療

診
療
場
所
の
問
い
合
わ
せ
は

小
児
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
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宮
ヶ
瀬
系
県
水
受
水
費
の
負
担

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
付
け
て
！

　　　　　　　　　　　給水人口の推移　　　　　　　単位：人
平成１３年平成９年平成４年昭和６２年昭和５７年昭和５２年昭和４７年

１２１，２７０１１７，９７０１１１，３７０１０２，９０６９５，８３７８５，０２９６７，５４６計　画

１２５，５９４１２２，０７１１１５，３２３１０３，６７９９６，４５０８７，４６３６９，９７７実　績

　

入
居
し
た
ら
必
ず
水
栓
番
号

（
玄
関
外
側
上
部
に
水
栓
番
号

の
シ
ー
ル
が
張
っ
て
あ
り
ま
す
）

を
確
認
し
、
直
接
ま
た
は
電
話

な
ど
で
担
当
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
市
民
課
で
の
住
民
票
の

異
動
と
は
別
に
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。

※
水
が
出
な
い
と
き
に
は
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
補

助
止
水
栓
（
バ
ル
ブ
）
を
回
し

て
開
栓
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
も
水
が
出
な
い
と
き
に
は
、

担
当
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
カ
月
に
一
度
、
水
道
メ
ー

タ
ー
を
検
針
し
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
（
公
共
下
水
道

に
接
続
し
て
い
る
方
）
を
合
わ

せ
て
請
求
し
ま
す
。
支
払
方
法

は
、
検
針
月
の
末
に
発
行
す
る

納
入
通
知
書
に
よ
り
、
指
定
金

融
機
関
（
納
入
通
知
書
裏
面
に

記
載
）
な
ど
で
お
支
払
い
い
た

だ
く
か
、
預（
貯
）金
口
座
振
替

を
利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
す
る
場
合
は
、
振

替
依
頼
書
に
記
入
し
、
預（
貯
）

金
通
帳
と
届
け
印
を
お
持
ち
に

な
り
、
取
扱
金
融
機
関
（
振
替

依
頼
書
裏
面
に
記
載
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。振
替
日
は
、

検
針
月
の
翌
月
七
日
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
営

業
日
）
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
依
頼
書
が
な
い
と

き
に
は
、
郵
送
し
ま
す
の
で
担

当
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

引
っ
越
し
や
一
時
中
止
を
す

る
と
き
に
は
、
四
〜
五
日
前
ま

で
に
担
当
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

最
近
、
市
水
道
部
職
員
や
市

か
ら
依
頼
を
受
け
た
業
者
を
装

い
、必
要
の
な
い
工
事
や
検
査
、

物
品
の
販
売
な
ど
に
よ
っ
て
、

高
額
な
料
金
を
請
求
す
る
悪
徳

な
訪
問
販
売
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
物
品
の
販
売
は
一

切
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
正
当
な
訪

問
販
売
の
場
合
で
も
必
ず
見
積

り
を
取
り
、
別
途
請
求
が
な
い

か
ど
う
か
料
金
を
明
ら
か
に
し

て
か
ら
、
納
得
し
た
上
で
契
約

す
る
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
や
、

　

漏
水
調
査
な
ど
で
訪
問
す
る

　

と
き
に
は
、
必
ず
身
分
証
明

　

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
者
や
水
質
な
ど
に
不
安

　

が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
担

　

当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

建
設
省（
現
国
土
交
通
省
）が

建
設
す
る
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
は
、
平

成
元
年
度
に
着
工
さ
れ
、
平
成

十
四
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

将
来
の
水
需
要
に
対
処
す
る
た

め
、
こ
の
ダ
ム
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
る
水
量
、
日
量
百
二
十
万

九
千
立
方
㍍
を
水
源
と
し
て
、

神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団

（
横
浜
市
、川
崎
市
、横
須
賀
市
、

県
企
業
庁
）
は
、
相
模
川
水
系

建
設
事
業
に
着
手
し
、
そ
の
第

一
期
事
業
を
昭
和
五
十
五
年
度

か
ら
平
成
十
九
年
度
の
完
成
を

め
ど
に
現
在
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
当
時
、
将
来

の
給
水
人
口
と
公
共
下
水
道
整

備
や
さ
ま
ざ
ま
な
水
需
要
増
加
、

さ
ら
に
地
下
水
の
有
限
性
と
水

質
変
化
な
ど
を
考
慮
し
て
、
水

道
事
業
と
し
て
安
全
で
安
心
な

絶
対
量
の
確
保
を
す
べ
く
本
市

も
ダ
ム
開
発
水
の
利
用
を
要
望

し
、
県
と
協
議
の
結
果
、
昭
和

五
十
三
年
に
県
企
業
庁
と
浄
水

で
日
量
三
万
七
千
三
百
立
方
㍍

を
受
水
す
る
内
容
の
「
宮
ヶ
瀬

ダ
ム
計
画
に
係
る
座
間
市
の
配

分
水
量
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

基
本
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
十
五
年
を
経
過
し

た
今
日
で
は
、
産
業
構
造
や
市

民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
給
水
量
は
減
少
傾
向（
左

表
参
照
）
に
あ
り
、
当
時
の
予

測
と
相
違
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
協
定
書
の

締
結
の
経
過
か
ら
ダ
ム
建
設
に

係
る
企
業
債
の
償
還
な
ど
の
た

め
の
責
任
水
量
制
と
、
統
一
料

金
制
に
よ
る
受
水
費
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
企

業
団
の
構
成
団
体
も
同
様
の
支

払
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
と
し
て
こ
の
こ

と
に
よ
る
財
政
負
担
は
伴
い
ま

す
が
、
企
業
努
力
に
よ
り
健
全

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

担
当　
　
　
　

水
道
部
業
務
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
４
８
０

5
０
４
６（
２
５
７
）４
１
５
５

○種　目　①ファミリーバドミントン（ダブルス）
　②親子体操③親子児童体操
○対　象　①小学１年～６年生とその保護者②３
　歳～就学前の幼児とその保護者③小学１年～４
　年生とその保護者
○定　員　①２４組②③３０組（いずれも先着順）
○参加費　無料
○持ち物　室内用運動靴、タオル、バドミントン
　ラケット（お持ちの方）
○申込方法　５月９日（金）までに直接または電
　話で担当へ
※運動のできる服装で参加してください。小学生
のみの参加はできません。
担当　　　　　　　　　　　　　　　市民体育館

1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

　「アクティヴ・ママ」は、市公民館を拠点
に活動する子育て応援のボランティアグルー
プです。同グループは市や市公民館の育児講
座などで知り合った仲間によって平成１２年２
月に結成されました。
　主な活動として、毎月第１～第３金曜日の
午前１０時から正午まで、市公民館で開催する
子育てサロンがあります。このサロンは、第
１・第３金曜日は、０歳から就学前のお子さ
んとお母さんが対象の「ばぶちゃん＆ちょろ
ちゃんＲＯＯＭ」で、第２金曜日は、０歳児
のお子さんとお母さんが対象の「ばぶちゃん
ＲＯＯＭ」となっています。このほかにも、
年４回の子育て応援情報誌「アクティヴ通信」
の発行や保育付き講座なども開催しています。

さらに、イン
ターネット掲
示板「ママた
ちの掲板！」
（http://８５１５
.teacup.co
m/friend/b
bs）も開設しています。
　「お母さんと子どもが出掛けられる場所
や、友達づくりのきっかけをつくりたかっ
た」と話す代表の内田さん。育児サロンは、
元気いっぱいに遊ぶ子どもたちと楽しそう
にお話するお母さんたちで盛況です。
　内田さんは、「お母さん、家にこもって
いないで遊びに来ませんか。外へ一歩踏み
出してみましょう。それと、年配の方にも
協力していただきたいですね。子育てのお
話も聞くことができますから」と話してい
ました。
　問い合わせは、15０４６（２５２）９１１３（内田）
へ。

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

三
月
十
一
日
付
け
で
全
委
員

の
再
任
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
長
に
は
、
前
回

に
引
き
続
き
佐
藤
�
子
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤

さ
ん
は
平
成
七
年
三
月
に
選

挙
管
理
委
員
に
就
任
し
て
現

在
三
期
目
で
す
。

　

ま
た
、
委
員
長
職
務
代
理

者
に
は
、
武
井
英
雄
さ
ん
が

前
回
に
引
き
続
き
就
任
。
委

員
に
は
、
東
條
淳
さ
ん
、
松

岡
英
武
さ
ん
が
再
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

担
当　

選
挙
管
理
委
員
会
事

　
　
　

務
局

1
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４
６（
２
５
２
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４
８
１

5
０
４
６（
２
５
２
）８
５
３
２

○と　き　５月１０日
　（土）午前９時３０
　分～１１時３０分（午
　前９時開場）
○ところ　市民体育
　館（スカイアリー
　ナ座間）大・中体育室

　　　　　　　　　　　一日最大給水量　　　　　　　単位：m3

平成１４年平成１２年平成１０年平成８年平成６年平成４年平成２年昭和６３年

６０，６５０５９，５００５８，３００５７，１００５５，４６０５４，５００５３，６６０５１，２９０計　画

４５，９４０４６，２２０４６，００９４３，９０８４８，８１１５３，７４１５０，５３１５０，１３６実　績

引

っ

越

し

の

と

き

に

は

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
届
け
を

子どもの日スポーツカーニバル子どもの日スポーツカーニバル
親子で一緒に運動しませんか！！

使
用
開
始
届

使
用
開
始
届（（
契
約
契
約
））

の

手

続

き

の

手

続

き

検
針
お
よ
び
水
道
料
金

検
針
お
よ
び
水
道
料
金
、、

下
水
道
使
用
料
の
支
払
方
法

下
水
道
使
用
料
の
支
払
方
法

精
算
精
算
（（
解
約
解
約
））
のの

手

続

き

手

続

き

※市社会福祉協議会ボランティアセンターに登録されて
いるボランティアグループを紹介しています。

子育て応援ボランティア

アクティヴ・ママ
代表　内田憲子さん・会員７人

頑張っています！�

ボランティアボランティアボランティア
第９回

�
さん�さん�さん�

�
選挙管理委員長に�選挙管理委員長に�選挙管理委員長に�

が再任�が再任�が再任�

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ�
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ�
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

診療場所受付時間診療科目
1０４６（２５５）９９３３

休日急患センター
（市民健康センター１階）

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科
1０４６（２５２）８２１７午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分歯　科
1０４２（７５６）９０００相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分耳鼻咽喉科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）外科・婦人科・眼科

担当　 市民健康課
1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

　市と獣医師会では、犬の登録と狂犬病予防注射を
右表のとおり実施します。
　注射や登録は動物病院でも受け付けていますが、
金額が異なることがあります。
◆登録が済んでいる場合
　事前にはがきで通知します。注射料・注射済票交
付手数料とはがきを持参の上、最寄りの会場へお越
しください。
◆登録が済んでいない場合
　最寄りの会場で受け付けします。
○料　金▽注射料＝２，６７０円▽注射済票交付手数料
　＝５５０円▽新規登録手数料＝３，０００円
○会場での注意事項
　①犬を押さえられる方が同伴する。
　②首輪が抜けないようにする。
　③フンの始末ができる物を用意する。

１歳６カ月児健康診査

▽とき＝４月８日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１１年１０月生まれ▽持ち物
＝母子健康手帳

保

料金受付時間対象検診
９００円男性：午前９時～９時１５分

女性：午前９時１５分～１１時
４０歳以上

胃

５００円大腸

６００円午前９時～１１時３０歳以上の
女性

子宮

３００円午前９時３０分～１１時乳

ポリオ（急性灰白髄炎） 予

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～７歳
６カ月未満（なるべく１８カ月までに）※指定日厳守

４カ月児健康診査 保

▽とき＝４月１５日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１４年１２月生まれ

保８～ 10 カ月児健康診査
　市では、指定相談医を定め、無料で健康診査を実施
しています。対象者には個人通知をしますので、あら
かじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお持
ちになり受診してください。

▽とき＝４月２３日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
および育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）
▽対象＝平成１３年３月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、
歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありま
せんのでご注意ください）

▽とき＝４月１８日（金）午前９時３０分～１０時３０分受け
付け▽ところ＝東地区文化センター▽内容＝身体測定
と食事・発育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

予結核検診
▽とき＝４月１５日（火）午前９時３０分～１１時、午後１
時～２時３０分受け付け▽ところ＝市民健康センター▽
対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ

保個別健康相談
▽とき＝４月８日（火）午前１０時～１０時４５分、午前１０
時４５分～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健康課▽
内容＝健康全般についての栄養士・保健師による相談
▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行）
▽申込方法＝電話予約

予救急診療

▽とき＝４月１８日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝生後４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成１３年９月
生まれ◆歯科▽とき＝４月９日、１６日いずれも水曜日
午前９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成１３年８月生まれ

▽とき＝①４月１１日（金）②１７日（木）③２２日（火）
▽ところ＝①北地区文化センター②市公民館③東地区
文化センター▽申込方法＝電話予約（大腸がんは検診
日の７日前まで）

サ
ー
ク
ル
会
員�

募
集�

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ゆ
り
の
会

▽
内
容
＝
布
を
使
っ
て
袋
物
や

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
を
作
る
▽

と
き
＝
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜

日
午
前
十
時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ

＝
市
公
民
館
▽
会
費
＝
月
額
千

円
（
入
会
金
五
百
円
）
▽
連
絡

先
＝
1
０
４
６
（
２
５
３
）
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８
（
冠
）

○
さ
わ
や
か
会

▽
内
容
＝
健
康
体
操
▽
と
き
＝

毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
三
十
分

〜
三
時
▽
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▽
対
象
＝
中
高
年
女
性

▽
会
費
＝
月
額
千
五
百
円
（
入

会
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五
百
円
、
維
持
費
年
額
五

百
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）
▽
連
絡
先
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1
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２
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１
）
３
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９（
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○
創
美
会

▽
内
容
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着
物
の
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付
け
と
帯

結
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と
き
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毎
月
三
回
水
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午
前
十
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＝
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模
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丘
コ
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○
カ
ラ
オ
ケ
金
曜
会

▽
と
き
＝
第
二
・
第
四
金
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時
▽
と
こ
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＝

東
地
区
文
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タ
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○ 
大
凧 
保
存
会

お
お
だ
こ

▽
内
容
＝
毎
年
五
月
四
日
、
五

日
に
相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
す
る
座
間
市
の
伝
統
行
事

「
大
凧
ま
つ
り
」
で
使
用
す
る

大
凧
の
製
作
と
掲
揚
を
す
る
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１
）
０
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４
（
本
多
）

保育児相談

リ発達相談

保がん検診

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

犬の登録と狂犬病予防注射

ところ受付時間と　き

座間児童館午前１０時～１１時３０分４月１６日
（水） 東地区文化センター（駐車場）午後１時～２時３０分

鳩川児童館午前１０時～１１時３０分４月１７日
（木） ひばりが丘老人憩いの家（南側広場）午後１時～２時３０分

かにが沢公園（駐車場）
午前１０時～１１時３０分４月１８日

（金） 午後１時～２時３０分

北地区文化センター（駐車場）
午前１０時～１１時３０分４月２１日

（月） 午後１時～２時３０分

栗原児童館午前１０時～１１時３０分４月２２日
（火） 新田宿・四ッ谷コミュニティセンター午後１時～２時３０分

市公民館・西出張所東側公園午前１０時～１１時３０分４月２３日
（水） 東原コミュニティセンター前公園午後１時～２時３０分

立野台コミュニティセンター
午前１０時～１１時３０分４月２４日

（木） 午後１時～２時３０分

ひばりが丘南児童館午前１０時～１１時３０分４月２５日
（金） 総合福祉センター隣駐車場午後１時～２時３０分

　小田急線座間駅で進められていた車いす対応型エ
レベーターの設置工事が完了し、３月２５日から使用
が開始されました。
　エレベーターは東・西口に各１基と、上下線ホー
ムに各１基の計４基です。
　市では、今後もバリアフリー化を推進していきま
す。市民の皆さんのご協力をお願いします。
担当　 障害福祉課

1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

障害者や高齢者に優しい街づくり�
　座間駅のエレベーターが完成�
障害者や高齢者に優しい街づくり�
　座間駅のエレベーターが完成�
障害者や高齢者に優しい街づくり�
　座間駅のエレベーターが完成�

と　き
対　象

予備日１６日～末日生まれ１日～１５日生まれ

４月１４日（月）
４月２日（水）４月１日（火）１０月生まれ

４月４日（金）４月３日（木）１１月生まれ

４月１６日（水）
４月９日（水）４月７日（月）１２月生まれ

４月１１日（金）４月１０日（木）２月生まれ

予献血へのご協力ありがとうございます
　２月２０日三木プーリ㈱、森永乳業㈱、東芝機械㈱で
合計１０４人の方にご協力いただきました。

診療場所受付時間診療科目

1０４６（２５５）９９３３休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午後６時～１０時（診療時間）外　科

診療場所診療時間診療科目

小児救急情報センター1０４６(２５５)９９３３にお問い合せください。
午後１０時～翌朝午前８時

小児科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。内科・外科

犬が死亡したときや飼い主が変わったときは担当へ連絡を

◆休日昼間

◆夜　間

◆深　夜
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私
が
昨
年
の
市
議
会
第
一
回

定
例
会
で
、「
市
民
の
歌
Ｗ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ
！
」
の

歌
詞
を
引
用
し
、
「
市
民
の
期

待
、
市
民
の
夢
、市
民
の
健
康
、

元
気
の
あ
る
ま
ち
、
こ
れ
ら
の

実
現
に
向
け
て
、
市
民
と
一
緒

に
考
え
、
職
員
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
お
話
し

て
か
ら
、
早
く
も
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
行
政
の
責
任
領
域

の
見
直
し
、
市
民
へ
の
情
報
提

供
事
業
や
「
ざ
ま
生
涯
学
習
宅

配
便
」
事
業
の
実
施
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
よ
り
良

い
関
係
を
築
き
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま

し
た
。
二
月
十
六
日
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
で
本

市
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
頂
い
た
、

平
成
十
五
年
度
予
算�

　
　
　
　
編
成
方
針�
平
成
十
五
年
度
予
算�

　
　
　
　
編
成
方
針�

貴
重
な
意
見
や
提
言
を
行
政
施

策
に
生
か
す
こ
と
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
さ
ら

に
深
ま
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
が
推
進
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
た
情
報
提
供
の

推
進
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
る
場
を
設
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
状
況
は
、
依
然

と
し
て
高
い
完
全
失
業
率
や
所

得
の
減
少
に
よ
る
個
人
消
費
の

低
迷
な
ど
、
デ
フ
レ
傾
向
が
さ

ら
に
強
ま
り
、
一
段
と
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。国
は
、

昨
年
十
月
に
日
本
経
済
再
生
の

た
め
に
「
改
革
加
速
の
た
め
の

総
合
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
、

経
済
回
復
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
し
た
。
私
は
国
が
、
今

後
も
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
速

や
か
に
、
ま
た
着
実
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
の
地
方
財
政

は
、
過
去
最
大
規
模
の
財
源
不

足
に
な
る
こ
と
が
確
実
な
状
況

で
す
。
国
は
、
地
方
財
政
の
計

画
規
模
を
抑
制
す
る
た
め
の
改

革
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
方
分
権
を
推

進
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
、

地
方
自
治
体
の
自
主
性
を
高
め
、

自
立
性
を
確
保
す
る
た
め
の
税

源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
全
く
そ

の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

私
は
、
地
方
財
源
の
充
実
強
化

の
た
め
に
、
国
に
対
し
て
積
極

的
に
税
源
移
譲
を
進
め
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

　

現
在
の
地
方
自
治
は
、
地
方

分
権
時
代
に
合
わ
せ
た
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
に
は
、

実
行
す
る
事
業
を
「
量
」
か
ら

「
質
」
へ
と
転
換
し
、
掛
か
っ

た
費
用
で
最
大
限
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
市

で
は
、
第
三
次
行
政
改
革
大
綱

で
定
め
た
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十

四
年
度
か
ら
本
格
稼
動
し
た
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
新
た
に
外

部
評
価
を
導
入
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
財
政
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
や
少
子
高
齢

化
、
環
境
問
題
、
防
災
問
題
へ

の
対
策
な
ど
、
行
政
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

時
代
の
動
き
や
新
し
い
情
報
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
慣
例
や

領
分
主
義
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
常
に
市
民
の
立
場
に
立

ち
な
が
ら
、
中
長
期
的
な
視
野

で
行
財
政
運
営
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の

関
心
が
、
年
々
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
全

市
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
実
施
し
て
い

る
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
座

な
ど
を
集
約
し
、
「
健
康
文
化

都
市
大
学
」
を
開
校
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
幅
広
い
視
点
で
健

康
に
つ
い
て
の
学
習
が
で
き
る

場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
平

成
十
五
年
度
は
、「
健
康
増
進
」

に
つ
い
て
の
講
座
を
中
心
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

〇
高
齢
者
福
祉　

開
始
か
ら
四

　

年
目
を
迎
え
た
介
護
保
険
で

　

は
、
新
た
に
低
所
得
者
層
の

　

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

　

険
料
設
定
を
六
段
階
に
増
や

　

し
ま
す
。

〇
障
害
者
福
祉　

福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
が
こ
れ
ま
で
の
「
措
置
制

　

度
」
か
ら
「
支
援
費
制
度
」

　

に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
、

　

制
度
の
円
滑
な
導
入
に
努
め

　

ま
す
。

〇
児
童
福
祉　

保
育
園
、
児
童

　

館
の
改
修
を
積
極
的
に
進
め

　

て
い
き
ま
す
。
特
に
、
児
童

　

館
で
は
、
冷
暖
房
機
の
設
置

　

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
乳
児

　

虐
待
防
止
策
と
し
て
、
保
健

　

師
な
ど
の
新
生
児
の
い
る
家

　

庭
へ
の
訪
問
を
増
や
し
て
い

　

き
ま
す
。

〇
医　

療　

小
児
医
療
体
制
の

　

充
実
の
た
め
、
近
隣
市
や
医

　

師
会
と
の
調
整
に
よ
り
、
休

　

日
お
よ
び
夜
間
の
小
児
科
医

　

に
よ
る
診
療
体
制
を
整
え
ま

　

す
。
な
お
、
深
夜
帯
は
海
老

　

名
総
合
病
院
、
相
模
台
病
院

　

が
そ
れ
ぞ
れ
交
代
で
対
応
す

　

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〇
保
健
衛
生　

感
染
症
の
予
防

　

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

〇
教
育
環
境　

小
・
中
学
校
の

　

校
舎
の
耐
震
化
事
業
を
引
き

　

続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
暑
さ

　

対
策
や
暖
房
の
効
率
化
の
た

　

め
の
扇
風
機
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昇
降
口
の
段
差
解
消

　

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も

　

進
め
ま
す
。

〇
教
育
活
動　

不
登
校
児
童
・

　

生
徒
の
早
期
発
見
の
た
め
の

　

「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
サ
ポ
ー

　

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

　

業
」
を
新
た
に
開
始
す
る
ほ

　

か
、
平
成
十
四
年
度
に
引
き

　

続
き
教
職
員
に
パ
ソ
コ
ン
を

　

使
用
し
た
授
業
方
法
を
助
言

　

す
る
「
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ

　

ザ
ー
」
を
各
校
に
派
遣
し
ま

　

す
。
ま
た
、
外
国
人
英
語
指

　

導
助
手
の
派
遣
を
充
実
さ
せ

　

ま
す
。

〇
都
市
整
備　

住
み
良
い
ま
ち

　

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地

　

域
の
特
性
な
ど
に
合
わ
せ
た

　

街
づ
く
り
「
地
区
計
画
」
の

　

調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
バ

　

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
、
総

　

合
交
通
対
策
事
業
の
一
環
と

　

し
て
相
武
台
地
区
の
交
通
の

　

支
障
と
な
っ
て
い
る
相
武
台

　

前
三
号
踏
切
の
改
良
工
事
に

　

着
手
し
ま
す
。

〇
緑
地
保
全　

新
た
に
ひ
ば
り

　

が
丘
地
区
と
相
模
が
丘
地
区

　

を
緑
化
推
進
重
点
地
区
と
し

　

て
指
定
し
緑
化
を
推
進
す
る

　

ほ
か
、
芹
沢
公
園
の
整
備
を

　

進
め
ま
す
。
ま
た
、
「
緑
化

　

ま
つ
り
」や
市
民
参
加
の「
森

　

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

　

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

〇
消
防
防
災　

昨
年
よ
り
導
入

　

し
た
「
総
合
防
災
情
報
シ
ス

　

テ
ム
」
の
さ
ら
な
る
充
実
と

　

活
用
を
進
め
る
ほ
か
、
貯
水

　

槽
の
設
置
や
消
火
栓
の
整
備

　

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

〇
清　

掃　

平
成
十
六
年
に
開

　

所
予
定
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ

　

ラ
ザ
」
の
建
設
に
着
手
し
ま

　

す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

　

ザ
は
、
粗
大
ご
み
の
再
利
用

　

を
促
進
す
る
施
設
で
す
。
ま

　

た
、
ご
み
の
減
量
化
と
環
境

　

へ
の
配
慮
と
し
て
、
買
い
物

　

の
と
き
の
レ
ジ
袋
の
利
用
を

　

減
ら
す
た
め
、
一
部
地
域
で

　

試
験
的
に
買
い
物
袋
の
貸
与

　

を
開
始
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

　

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

　

「
ご
み
の
分
別
に
関
す
る
環

　

境
教
育
」
を
実
施
し
、
将
来

　

の
ご
み
の
減
量
化
の
一
助
と

　

し
ま
す
。

〇
労　

働　

勤
労
者
の
生
活
資

　

金
の
原
資
を
金
融
機
関
へ
預

　

託
し
、勤
労
者
の
福
祉
増
進
、

　

生
活
安
定
に
引
き
続
き
努
め

　

る
と
と
も
に
、
住
宅
資
金
に

　

お
け
る
利
子
補
助
の
充
実
に

　

努
め
ま
す
。

〇
農
林
水
産　

遊
休
農
地
対
策

　

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い

　

る
市
の
花
ヒ
マ
ワ
リ
の
栽
培

　

は
、
ひ
ま
わ
り
推
進
協
議
会

　

の
協
力
に
よ
り
、
引
き
続
き

　

実
施
し
ま
す
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

ひ
ば
り
が

　

丘
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

　

ー
建
設
を
進
め
て
、
今
秋
の

　

開
所
を
目
指
し
ま
す
。

〇
国
際
交
流　

姉
妹
都
市
ス
マ

　

ー
ナ
市
と
引
き
続
き
文
化
交

　

流
を
進
め
、
今
年
度
は
中
学

　

・
高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

〇
市
民
参
加　

市
民
と
の
協
働

　

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

　

す
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

し
ま
す
。
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六
十
五
歳
以
上
の
方
の�

介
護
保
険
料�

が
変
わ
り
ま
す
！！
�

　

介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
に
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た

「
介
護
保
険
制
度
」
。
四
年
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
や
質
を
定
め
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し
に
伴
い
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
支
払
う
保
険
料
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　

高
齢
対
策
課
1
０
４
６（
２
５
２
）７
７
１
９　

5
０
４
６（
２
５
２
）８
２
３
８

　

市
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上

の
方
（
第
一
号
被
保
険
者
）
が

支
払
う
、
平
成
十
五
年
度
の
保

険
料
基
準
額
が
、
月
額
二
千
九

百
九
十
七
円
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

実
際
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く

保
険
料
は
、
こ
の
基
準
額
を
基

に
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
段
階
に
応

じ
た
額
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

１
参
照
）
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
所
得
段
階
を
五
段
階
か
ら
六

段
階
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

老
齢
・
退
職
年
金
の
受
給
額

が
年
額
十
八
万
円
未
満
（
月
額

一
万
五
千
円
未
満
）
の
方
に
つ

い
て
は
、
市
か
ら
お
送
り
す
る

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

（
普
通
徴
収
）
。
今
年
度
の
保

険
料
は
、
六
月
か
ら
十
回
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す（
表

２
参
照
）
。

　

ま
た
、
老
齢
・
退
職
年
金
の

受
給
額
が
年
額
十
八
万
円
以
上

（
月
額
一
万
五
千
円
以
上
）
の

方
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
年

金
か
ら
差
し
引
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
（
特
別
徴
収
）
。

　

保
険
料
は
、
所
得
段
階
別
に

設
定
さ
れ
る
た
め
、
今
年
度
の

保
険
料
の
金
額
は
、
昨
年
度
の

所
得
が
確
定
す
る
六
月
以
降
に

決
定
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨

年
度
か
ら
継
続
し
て
特
別
徴
収

と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

二
月
に
年
金
か
ら
差
し
引
か
せ

て
い
た
だ
い
た
額
と
同
額
の
保

険
料
を
四
月
、六
月
、八
月
支
給

の
年
金
か
ら
「
仮
徴
収
」
と
し

て
差
し
引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
十
月
以
降
は
、
確
定
し
た

年
額
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
の
合

計
額
を
引
い
た
金
額
を
「
本
徴

収
」
と
し
て
三
回
に
分
け
て
年

金
か
ら
差
し
引
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す（
表
３
参
照
）。

　

な
お
、
保
険
料
年
額
は
、
六

月
に
送
付
す
る
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

不
用
品�

バ
ン
ク�

◇
お
譲
り
し
ま
す

電
子
オ
ル
ガ
ン
、
ス
キ
ー
靴
、

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、
学
習
机
、

製
図
器
一
式
、座
卓
、自
転
車
、

芝
刈
り
機
、
プ
レ
イ
ジ
ム
、
電

動
ウ
オ
ー
カ
ー
、応
接
セ
ッ
ト
、

ピ
ア
ノ
、
た
ん
す
、
三
輪
車
、

い
す
、
パ
ソ
コ
ン
用
机
・
い
す

◇
希
望
し
ま
す

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
、
学
生

服
（
詰
め
襟
・
黒
）
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
、
サ
ッ
ク
ス
、
オ
ー
ボ

エ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
電
動
卓

上
ミ
シ
ン
、
幼
稚
園
制
服
（
や

な
せ
男
、
栗
原
男
女
）
、
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
、
ギ
タ
ー
、
自
転

車
補
助
席
、高
枝
切
り
ば
さ
み
、

加
湿
器
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
、
ベ

ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、
ダ
イ
ニ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

ベ
ビ
ー
カ
ー（
双
子
用
、Ｂ
型
）、

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
、
家
庭
用
も
ち

つ
き
機
、剣
道
防
具
一
式
、市
内

中
学
校
女
子
制
服
、自
転
車
、ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
、ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド
、

二
段
ベ
ッ
ド
、
テ
レ
ビ
、
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
、
パ
ソ
コ
ン
一
式

担
当　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
１
５
８

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

み
ん
な
の�

広
場�

○
郷
土
講
座
「
中
世
・
近
世
の

　

座
間
」
第
四
回

▽
と
き
＝
①
四
月
十
九
日（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
②
二
十
六

日
（
土
）
午
後
一
時
〜
▽
と
こ

ろ
＝
①
星
谷
寺
②
市
公
民
館
▽

内
容
＝
①
星
谷
寺
の
文
化
財
見

学
②
講
話
「
鎌
倉
か
ら
江
戸
時

代
の
星
谷
寺
」
▽
講
師
＝
②
駒

澤
大
学
教
授
久
保
田
昌
希
さ
ん

▽
定
員
＝
二
十
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申
込
方
法

＝
午
後
六
時
〜
九
時
に
電
話
で

市
文
化
財
保
護
協
会
事
務
局
1

０
４
６
（
２
５
１
）
５
６
３
７

（
花
岡
）へ

○
国
際
親
善
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

　

サ
ー
ト
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
員

　

募
集

▽
と
き
＝
①
練
習
四
月
〜
（
月

二
回
）
②
コ
ン
サ
ー
ト
十
二
月

十
三
日
（
土
）
▽
と
こ
ろ
＝
①

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
②
市

民
文
化
会
館
▽
内
容
＝
ヘ
ン
デ

ル
作
曲
メ
サ
イ
ア
全
曲
の
合
唱

▽
定
員
＝
百
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
一
万
円
（
ほ
か
に
練

習
費
月
額
千
円
）
▽
申
込
方
法

＝
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
座
間
プ

ロ
パ
ン
1
０
４
６（
２
５
１
）４

２
４
０
5
０
４
６（
２
５
５
）３

３
７
０
（
稲
垣
）
へ

○
県
立
座
間
高
等
学
校
吹
奏
楽

　

部
第
十
八
回
定
期
演
奏
会

▽
と
き
＝
四
月
五
日
（
土
）
午

後
五
時
〜
八
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
▽
曲
目

＝
行
進
曲
「
Ｋ
点
を
越
え
て
」、

吹
奏
楽
の
た
め
の「
深
層
の
祭
」、

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー

・
コ
ン
サ
ー
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

ほ
か
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
込

方
法
＝
当
日
直
接
会
場
へ
▽
問

い
合
わ
せ
先
＝
同
校
1
０
４
６

（
２
５
３
）２
０
１
１
（
但
野
）

○
市
茶
道
連
盟
講
演
会

▽
と
き
＝
四
月
二
十
日
（
日
）

午
後
二
時
三
十
分
〜
三
時
三
十

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館

大
会
議
室
▽
演
題
＝
箱
根
細
工

の
さ
ま
ざ
ま
（
箱
根
細
工
の
歴

史
）
▽
講
師
＝
東
京
女
学
館
大

学
教
授
金
子
皓
彦
さ
ん
▽
定
員

＝
五
十
人
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
込
方
法
＝
当
日
直
接
会
場
へ

▽
問
い
合
せ
先
＝
1
０
４
６

（
２
５
６
）
９
７
０
９（
小
瀧
）

○
身
体
障
害
者
協
力
登
山
会
二

　

十
周
年
記
念
「
十
国
峠
」
合

　

同
登
山
会　

支
援
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
と
身
体
障
害
者
の
参
加

　

者
募
集

▽
と
き
＝
六
月
一
日
（
日
）
▽

目
的
地
＝
熱
海
市「
十
国
峠
」▽

定
員
＝
車
い
す
の
方
五
十
人
、

車
い
す
以
外
の
身
体
障
害
者
五

十
人
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四

百
人
▽
参
加
費
＝
身
体
障
害
者

無
料
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一

般
六
千
二
百
円
・
学
生
二
千
円

▽
問
い
合
せ
先
＝
山
岳
集
団
ベ

ル
ク
ラ
ブ
本
部
代
表
事
務
所

（
室
井
方
）
〒
２
５
０
―
０
０

１
１
小
田
原
市
栄
町
二
ノ
一
二

ノ
四
〇
1
０
４
６
５
（
２
３
）

０
４
１
６
5
０
４
６
５（
２
３
）

６
２
９
０

○
市
陸
上
選
手
権
大
会

▽
と
き
＝
五
月
十
一
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
受
け
付
け

（
小
雨
決
行
）
▽
と
こ
ろ
＝
大

和
市
陸
上
競
技
場
▽
参
加
資
格

＝
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
者

（
小
学
生
は
四
年
生
以
上
で
保

護
者
同
伴
）
、
市
陸
協
登
録
者

▽
種
目
制
限
＝
一
人
二
種
目

（
リ
レ
ー
除
く
）
▽
参
加
費
＝

陸
協
登
録
者
八
百
円
、
未
登
録

者
千
円
、
高
校
生
五
百
円
、
中

学
生
三
百
円
、
小
学
生
無
料
▽

申
込
方
法
＝
四
月
二
十
五
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
で
市
陸
協

事
務
局
1
０
４
６
（
２
５
４
）

３
０
６
４
（
佐
藤
）
へ

地
域
福
祉
ふ
れ
あ
い
基
金
へ

▽
一
万
五
千
九
百
九
十
三
円
＝

（
株
）
ベ
ル
ウ
ッ
ド
社
員
一
同

▽
お
む
つ
四
パ
ッ
ク
＝
山
口
好

子市
へ

▽
ユ
ニ
コ
ン
ハ
ウ
ス
一
式
、
エ

ア
コ
ン
・
配
線
工
事
一
式
＝
匿

名市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
五
千
円
＝
西
山
グ
ル
ー
プ
▽

五
千
三
百
五
十
七
円
＝
相
模
健

康
セ
ン
タ
ー
▽
五
万
円
＝
県
央

酒
販
組
合
座
間
支
部
▽
一
万
円

＝
綾
瀬
市
・
ド
レ
ー
パ
ー
記
念

善
意
の�

と
も
し
び�

（
敬
称
略
）�

　

二
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
市
長
は
平
成
十
五
年
度
の
予
算
編
成
方
針
の
演
説
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
演
説
の
内
容
か
ら
、
市
政
の
運
営
方

針
と
主
要
な
政
策
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
８
７　

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

市
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て

実
効
性
の
あ
る
経

済
政
策
と
税
源
委

譲
に
よ
る
地
方
財

源
の
充
実
を
要
望

徹
底
し
た
行
政
改

革
の
推
進
と
市
民

の
立
場
に
立
っ
た

行
財
政
運
営
を

「
市
民
の
健
康

づ
く
り
」
に

取
り
組
み
ま
す
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「
み
な
ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
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調
和
す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
を

目
指
し
て

　

平
成
十
五
年
度
に

お
け
る
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
、
第
三
次

座
間
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
沿
っ

て
紹
介
し
ま
す
。

資源物分別収集カレンダー４月～７月
さがみ野・相武台・栗原・
栗原中央・南栗原・西栗原

座間・四ッ谷・立野台・明王・新田宿・
緑ヶ丘・入谷・レックス座間陽だまりの丘

地　区

プラス
チック

燃えな
いごみ

紙・布
ペット
ボトル

缶・瓶
プラス
チック

燃えな
いごみ

紙・布
ペット
ボトル

缶・瓶
分類

月

８・２２２４１０１・１５３・１７１０・２４２２・２９８３・１７１・１５４月

１３・２７２２・２９８６・２０１・１５８・２２２７１３１・１５６・２０５月

１０・２４２６１２３・１７５・１９１２・２６２４１０５・１９３・１７６月

８・２２２４・３１１０１・１５３・１７１０・２４２２・２９８３・１７１・１５７月

東原・小松原・ひばりが丘・
日産栗原寮・日産座間寮

相模が丘・広野台地　区

プラス
チック

燃えな
いごみ

紙・布
ペット
ボトル

缶・瓶
プラス
チック

燃えな
いごみ

紙・布
ペット
ボトル

缶・瓶
分類

月

９・２３２５１１２・１６４・１８１１・２５２３・３０９４・１８２・１６４月

１４・２８２３・３０９７・２１２・１６９・２３２８１４２・１６７・２１５月

１１・２５２７１３４・１８６・２０１３・２７２５１１６・２０４・１８６月

９・２３２５１１２・１６４・１８１１・２５２３・３０９４・１８２・１６７月

○「紙・布」は種類ごとに収集するため、収集が終わるまで時間がかかります。
○「布」は水にぬれると資源になりません。雨が降っているときまたは降りそうなとき
　は、出さないでください。
○スプレー缶やガスボンベを出すときは、中身を使い切ってから穴を開けて出してくだ
　さい。
次回（８月～１１月）は、８月１日号に掲載の予定です。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　 資源対策課1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

【表２】普通徴収の方の介護保険料一覧　

年　額７月～３月６　月　　　  月
段階

１７，２６０円月額１，７００円１，９６０円第１段階

２５，８９０円月額２，５００円３，３９０円第２段階

３５，９６０円月額３，５００円４，４６０円第３段階

４４，９５０円月額４，４００円５，３５０円第４段階

５３，９４０円月額５，３００円６，２４０円第５段階

６５，０９０円月額６，５００円６，５９０円第６段階
【表３】特別徴収の仮徴収と本徴収

当　年　度

２月１２月１０月８月６月４月

本徴収本徴収本徴収仮徴収仮徴収仮徴収

徴収額は仮徴収額との調整後の金額２月と同額

【表１】所得段階一覧　　　　　　　（１０円未満は端数切捨て）
年額保険料保険料率所得区分段　階

１７，２６０円
基準額
×０．４８

生活保護者および老齢福祉
年金受給者で、世帯全員が
市民税非課税の方

第１段階

２５，８９０円基準額×０．７２世帯全員が市民税非課税の方第２段階

３５，９６０円
基準額
×１．００

世帯のだれかに市民税が課
税されているが、本人は市
民税非課税の方

第３段階

４４，９５０円
基準額
×１．２５

本人が市民税課税で前年の
合計所得金額が２００万円未
満の方

第４段階

５３，９４０円
基準額
×１．５０

本人が市民税課税で前年の
合計所得金額が２００万円以
上６００万円未満の方

第５段階

６５，０９０円
基準額
×１．８１

本人が市民税課税で前年の
合計所得金額が６００万円以
上の方

第６段階

※基準額は年額３５，９６４円（月額２，９９７円×１２カ月）です。
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。
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暮らしの情報
「市民便利帳」を配布します

行政書士相談の充実

　市では、相続・遺言などに関して
行政書士がお答えする「行政書士相
談」を行っています。これまで月１
回だったものが、４月から月２回に
なりました。秘密は厳守されますの
で、安心してご利用ください。
○と　き　第２・第３木曜日午後１
　時３０分～４時３０分
○ところ　市役所３階相談室
※相談には予約が必要です。
担当　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８１５８ 5０４６（２５５）３５５０

　市ではこのほど「市民便利帳」を
改訂し、４月１日から自治会を通じ
てご家庭に配布します。この冊子で
は、市行政などに関する最新の情報
を分かりやすく紹介しています。
　自治会に未加入の方は ､市役所１
階市民情報コーナー ､各出張所 ､市
公民館 ､北・東地区文化センター ､
図書館 ､各コミュニティセンターに
配置しますのでご利用ください。
担当　　　　　　　　　市民情報課

1０４６（２５２）８３２１ 5０４６（２５５）３５５０

「第２回あくしゅフォーラム」
実行委員募集

　男女共同参画社会の実現に向け、
平成１６年３月１４日（日）に市民文化
会館で開催される「あくしゅフォー
ラム」の実行委員を募集します。
○募集人員　１０人程度
○応募資格　市内在住・在勤者
○応募方法　４月１５日までに直接・
　電話・ファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８４８３ 5０４６（２５５）３５５０

消費生活相談の充実

　市では、消費生活に関する相談を
お受けする「消費生活相談」を行っ
ています。これまで毎週月曜・火曜・
木曜・金曜日だったものが、４月か
らは第２週を除く水曜日も加わりま
した。お気軽にご利用ください。
○と　き　毎週月曜～金曜日（第２
　水曜日を除く）午前９時３０分～正
　午と午後１時～３時３０分
○ところ　市役所３階相談室
担当　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８１５８ 5０４６（２５５）３５５０

市役所の組織を一部改編

　これまで、市の情報システム関連
の事務は ､企画部企画政策課 ､同市
民情報課、総務部行政管理課の２部
３課にわたっていました ｡しかし ､
今後の情報技術化の推進に適切に対
応するため、新たに総務部情報シス
テム課1０４６（２５２）７２３３を設置しました。
担当　　　　　　　　　行政管理課

1０４６（２５２）８２６３ 5０４６（２５５）３５５０

地価公示価格の閲覧

　このたび、国土交通省から地価公
示価格が公示されました。これは都
市計画区域内で標準的な使用をして
いる土地を選び、その適正価格を公
表することで、土地取引などの参考
とするものです。
　公示内容は標準地価、隣接する道
路の種類・幅員、周辺の土地利用状
況などです。このうち標準地価は、
不動産鑑定士が評価をする際や地方
公共団体などが用地取得する際の基
準となるほか、国土利用計画法に基
づく土地売買の取引価格を審査する
基準にもなります。
　閲覧の希望者は、担当または市役
所１階市民情報コーナー、各出張所
へお越しください。
担当　　　　　　　　　　　用地課

1０４６（２５２）８５３７ 5０４６（２５５）３５５０

平成１４年度版 ｢ 環境の概況 ｣ を発行

　市では、平成１３年度の市内の環境
測定結果や立入検査結果などをまと
めた、平成１４年度版「環境の概況」
を発行しました。ダイオキシン類環
境調査結果のほか、大気、水質、騒音、
地下水などの環境測定結果、座間市
地球温暖化防止実行計画の概要など
を紹介しています。
　市役所１階市民情報コーナーで閲
覧できるほか、１冊９１０円（消費税込
み）で販売しています。
担当　　　　　　　　　環境保全課

1０４６（２５２）８２１４ 5０４６（２５７）７７４３

野鳥のヒナを拾わないで！

　４月から７月にかけては、野鳥た
ちの子育ての季節です。まだうまく
飛ぶ事のできないヒナが、地上にい
るのを見掛ける事があるかもしれま
せん。その大半は迷子になったので
はなく、拾う必要がない元気なヒナ
です ｡近くに親鳥が見えなくても ､
そのままにしておきましょう。
担当　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０１ 5０４６（２５５）３５５０

野生のサル出没にご注意を！

　この時期、野生のサルが市内に出
没する可能性があります。サルに出
合ったら次の点にご注意を。
①サルに近づかない。
②サルにえさを与えない。
③サルの目を見つめない。
④サルをからかわない。
⑤大声を出さない。
担当　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０１ 5０４６（２５５）３５５０

原爆被爆者援護事業

○内　容　はり・きゅう・マッサー
　ジ助成券の支給、被爆者援護手当
　の支給、被爆者健康診断
○対　象　本市に住民登録がある被
　爆者健康手帳をお持ちの方
○申込方法　被爆者手帳と印を持参
　し担当へ（既登録者には通知案内）
担当　　　　　　　　　社会福祉課

1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

福祉に関する論文・標語を募集

○課　題　福祉について考えている
　事、思っている事、実際に体験し
　た事など
○応募資格　市内在住・在勤・在学者
○応募規定　▽論文＝４００字詰め原稿
　用紙５枚以内▽標語＝一人１点（い
　ずれも自作品で未発表のもの）
○応募方法　作品に住所、氏名、年
　齢 ､性別 ､職業 ､電話番号を明記
　し、５月３０日までに〒２２８－８５６６市
　役所社会福祉課あて郵送または持参
※応募作品は返却しません。
担当　　　　　　　　　社会福祉課

1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

地雷犠牲者支援バザー用品を募集

　日本赤十字社神奈川県支部では、
５月１０日に横浜駅西口イベント広場
で開催される「赤十字フェスティバ
ル」のバザー用品を募集しています。
バザーの売上金は全額、世界中の地
雷犠牲者支援に使用されます。
○希望用品　未使用の家庭用品、軽
　量小型の引き出物（石けん、靴下、
　タオル、シーツ、なべ、皿など）
　※中古衣料は不可。
○送付方法　バザーと明記の上、４
　月３０日までに〒２３１－８５３６横浜市中
　区山下町７０－７日本赤十字社神奈
　川県支部総務課1０４５（６８１）２１２３へ
　（送料は負担願います）
担当　　　　　　　　　社会福祉課

1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

寝具乾燥・丸洗いサービス

○対　象　寝たきりや痴呆で寝具類
　の衛生管理が必要な６５歳以上の方
○実施回数　乾燥＝年６回、丸洗い
　乾燥＝年６回
○申請方法　担当または在宅介護支
　援センターに備え付けの申請書に
　必要事項を記入し担当へ
担当　　　　　　　　　高齢対策課

1０４６（２５２）７１２７ 5０４６（２５２）８２３８

手話奉仕員基礎講座

○申込方法　往復はがきに住所、氏
　名、電話番号を記入の上、４月１５
　日までに〒２２８－００２１市内緑ヶ丘４
　－７－３渡辺あて郵送
○問い合わせ先　市聴覚障害者協会
　事務局15０４６（２５５）９７１４（渡辺）
担当　　　　　　　　　障害福祉課

1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

高齢者理髪・美容助成券

　この助成券は、市が契約する理髪
店および美容院で、理髪やカット、
パーマした場合に料金の一部を市が
負担するものです。４月から対象が
変更されましたので、ご注意ください。
○対　象　６５歳以上で寝たきりの方
　※生活保護受給者は助成の対象と
　なりません。
○助成内容　出張券を交付し、料金
　の一部を助成
○申込方法　印を持参の上、本人ま
　たは代理人が直接担当へ
担当　　　　　　　　　高齢対策課

1０４６（２５２）７１２７ 5０４６（２５２）８２３８

障害者福祉制度の一部を変更

　４月から障害者福祉制度の一部が
措置制度から支援費制度に変わりま
した。支援費制度は下記のとおり分
けられます。ご利用の方は担当にご
相談ください ｡
【居宅生活支援】
○居宅介護（ホームヘルプサービス）
　入浴、排泄、調理などの家事援助
　および外出時の介護など
○デイサービス
　創作的活動、機能訓練、社会適応
　訓練、介護方法支援、入浴、食事
　など
○短期入所（ショートステイ）
　短期間の入所による保護
○地域生活支援（グループホーム）
【施設訓練等支援】
○対　象　身体・知的障害者の通・
　入所施設（障害児の通・入所施設
　は対象外）
担当　　　　　　　　　障害福祉課

1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

ご存じですか？児童手当

○対　象　義務教育就学前の子ども
　を養育している方（所得制限あり）
○支給額　第１子・第２子＝月額
　５０００円、第３子以降＝月額１００００円
○申込方法　直接担当へ
※申請日の翌月分から６歳到達後の
最初の年度末まで支給されます。
担当　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０１ 5０４６（２５２）７０４３

ご存じですか？
母子家庭や障害児のための手当

【児童扶養手当】
○対　象　両親の離婚や父親の死亡
　などによって、父親と生計を同じ
　くしていない１８歳未満の児童を養
　育している母子家庭など
○申込方法　直接担当へ
【特別児童扶養手当】
○対　象　知的障害または身体障害
　の状態にある児童を養育している
　父母など
○申込方法　直接担当へ
※いずれも支給要件と所得制限があ
ります。
担当　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０１ 5０４６（２５２）７０４３

食生活改善推進員養成講座

○と　き　５月１３日～１０月２８日毎週
　火曜日午後７時～９時（全２３回）
○ところ　総合福祉センター（サニ
　ープレイス座間）
○対　象　手話で日常会話ができる方
○参加費　３０００円

　食生活を通じて地域の健康づくり
を推進する、ボランティア養成の講
座を開催します。講座の８割を受講
した方には修了証を交付し、食生活
改善推進員として健康な街づくりを
共に考え、活動していただきます。
○と　き　①５月２２日（木）と②３０
　日③６月１３日④７月４日⑤８月１

ち ほ う

はいせつ

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６８５　　平成１５年（２００３年）４月１日●６ 

◆公民館ふれあい農園
　～土に触れ季節の野菜を作る～
○と　き　４月２０日～平成１６年３月
　１４日原則毎月第３日曜日午前９時
　３０分～正午（全１３回）
○ところ　市公民館、農園
○内　容　土作りから苗の育て方ま
　で実習を通して野菜作りを学ぶ
○講　師　園芸研究家 金崎公哉さん
○対　象　市内在住・在勤者（家族
　・個人どちらでの参加も可）
○定　員　１５組（先着順）
○参加費　６０００円（苗・種・肥料代）
○申込方法　４月１５日までに直接・
　電話・ファクスで同館へ

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

◆平成１５年度あすなろ大学（高齢者
　学級）新入生募集
○と　き　４月２５日（説明会）、５月
　９日～平成１６年３月２６日毎週金曜
　日午後１時３０分～３時３０分（見学、
　特別講義は別日程）
○テーマ　自分でつくる学びの場
○内　容　「時事講座」（月１回）、
　「郷土学習」（年６回）、「大航海ゼ
　ミナール（調べ学習）」（年６回）、
　受講生も講師になる ｢公開講座 ｣
　（年９回）、「施設見学 ｣ほか
○講　師　駒沢大学講師　長谷川孝
　さん、県立青少年センター　片岡
　則夫さん、教育研究所　大谷之彦
　さんほか
○対　象　６０歳以上で継続して出席
　できる方
○定　員　３０人（先着順）
○受講料　無料（教材費、菓子代とし

◆保育園臨時保育士
○募集人員　９人
○応募資格　２０歳～５０歳の健康な保
　育士資格所持者
○業務内容　市立保育園での保育
○採用期間　６月１日～平成１６年３
　月３１日
○勤務日時　月曜～土曜日の午前８
　時３０分～午後５時（午前７時３０分
　からの朝、午後７時までの夕方当
　番勤務あり）
○賃　金　市規則による
○申込方法　市販の履歴書（写真添
　付）に必要事項を記入の上、４月
　１５日までに本人が直接担当へ持参
担当　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０２ 5０４６（２５２）７０４３

日⑥２９日⑦９月２６日⑧１０月３１日⑨１１
月２１日⑩１２月１２日⑪平成１６年１月２３
日⑫２月１３日⑬２７日いずれも金曜日
の①⑬午前１０時～正午②午後１時～
３時３０分③～⑦⑪⑫午前１０時～午後
２時⑧～⑩午後１時３０分～４時
○ところ　市民健康センター
○内　容　食生活改善、公衆衛生に
　関する知識と実践技術の習得
○対　象　継続的に出席可能で実践
　意欲の高い方
○定　員　２０人（先着順）
○受講料　無料（材料代、資料代な
　どは一部自己負担）
○申込方法　４月１８日までに直接ま
　たは電話で担当へ
担当　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

平成１５年度第１回危険物取扱者試験

○と　き　６月８日（日）
○ところ　東海大学湘南校舎（平塚
　市北金目１１１７）
○試験の種類　甲種、乙種全類、丙種
○受験資格　乙・丙種は制限無し
○申込方法　担当および東・北分署
　に備え付けの申請書に必要事項を
　記入の上、４月１４日～５月８日（当
　日消印有効）に申請書に記載され
　ている申請先あて郵送
担当　　　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

平成１５年度第１回危険物
取扱者試験受験準備講習会

○と　き　５月２４日午前９時３０分～
　午後５時
○ところ　市民体育館（スカイアリ
　ーナ座間）
○対　象　乙種４類および丙種受験
　者
○定　員　６０人（先着順）
○受講料　９０００円（テキスト代含む）
○申込方法　担当および東・北分署
　に備え付けの申請書に必要事項を
　記入の上、受講料を添えて４月７
　日から直接担当へ（土曜・日曜日、
　祝日は除く）
担当　　　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

教育委員会４月定例会

○と　き　４月９日午前９時３０分～
○ところ　市役所５階教育委員会室
○議　題　４月２日市役所正面玄関
　前掲示板に告示予定
○傍聴の申込方法　４月８日までに
　直接担当へ（傍聴席に余裕がある
　場合は当日も受け付け）
※議題によっては非公開となる場合
があります。
担当　　　　　　教育委員会総務課

1０４６（２５２）８３４７ 5０４６（２５２）４３１１

スポーツ大会出場奨励金

　市教育委員会では、次の要件に該
当するスポーツ大会出場者に、奨励
金を給付しています。該当する方は、
所定の申請用紙に必要事項を記入の
上、大会出発の２週間前までに担当
に提出してください。
※申請用紙は、担当または市ホーム
ページの申請書ダウンロードのペー
ジで入手してください。
○対象競技　オリンピックや国民体
　育大会の正式種目
○対象大会　①関東大会以上の大会
　②国、地方公共団体、日本体育協
　会、全国・関東中学校体育連盟、
　国際的スポーツ団体などが主催す
　る大会
○対象者　①県予選会または選考会
　などを経て、県の各種団体の協会
　もしくは連盟などの推薦により、
　県代表として出場する方②市内に
　居住する個人または市内に所在す
　る団体③選手、監督、コーチとし
　て出場する方
○給付金額　①関東大会（個人）＝
　３０００円、同（団体）＝１万円②全
　国大会（個人）＝５０００円、同（団
　体）＝２万円
担当　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

小・中学校の就学費用を援助

　市教育委員会では、経済的に困っ
ている小・中学生の保護者を対象に、
就学費用の一部を援助しています。
援助内容は、学用品や給食、医療、
校外活動、修学旅行などの費用です。
　援助の対象となる所得金額など詳
しくは、学校を通じて保護者に配布
する「就学援助制度のお知らせ」を
ご覧ください。
担当　　　　　　教育委員会総務課

1０４６（２５２）８３４７ 5０４６（２５２）４３１１

常設展示室企画
歩いて交流、笑って親睦

ふるさと探訪ウオーキングコース展

○ところ　市民文化会館（ハーモニ
　ーホール座間）常設展示室
○内　容　東地区文化センターの高
　齢者学級「あすなろ大学」受講生
　が、自ら調べて作った市内を中心
　としたウオーキングマップの展示
○入　場　自由
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

はり・きゅう・マッサージ助成券
の支給

　市社会福祉協議会では、７５歳以上
の方を対象に「はり ･きゅう ･マッ
サージ助成券」を支給します。対象
者には、日程・会場（下表）などが
記載された案内はがきを４月上旬に
郵送します。

※１４日以降は、はがきと印を持参の
上、担当までお越しください。
○配布枚数　年間６枚
　※申請月により配布枚数が異なり
　ます。
担当　　　　　　市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００１ 5０４６（２６６）２００９

移動図書館ひまわり号巡回日程

▼ひばりが丘南児童館＝５日・１９日
午後２時３０分～３時３０分▼小松原１
丁目児童遊園地＝１０日・２４日午前１０
時３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝２４
日午後２時３０分～３時４５分▼東原小
学校＝２５日午後２時３０分～３時４５分
▼ＮＴＴ栗原社宅＝２日・１６日午前
１０時３０分～１１時３０分▼栗原小学校＝
２３日午後２時３０分～３時４５分▼東原
共同住宅＝３日・１７日午前１０時３０分
～１１時３０分▼相模が丘４丁目多目的
広場＝１１日・２５日午前１０時３０分～１１
時３０分▼相模野小学校＝１８日午後２
時３０分～３時４５分▼中原小学校＝１６
日午後２時３０分～３時４５分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当　　　　　　　　　　　図書館

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

◆子ども読書の日企画～「ホイティ
　の国ってどんな国」講演会～
○と　き　４月１９日午後２時～４時
○内　容　絵本「きつねのホイティ」
　を読みながらスリランカについて
　の話を聞く
○講　師　元青年海外協力隊員　横
　山彩さん
○対　象　小学生以上（保護者の同
　伴可）
○定　員　５０人（先着順）
○申込方法　直接・電話で同館へ

と　こ　ろと　　　き区　分

３階相談室
法律相談と行政書士相談
は、いずれも定員になり
次第、締め切ります。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時と
第２・第３水曜日午後１時３０分～４時３０分
（予約制（電話可）。１日午前８時３０分か
ら今月分を受け付け）

８・
９・
１６・
２２日

法　律

毎月第２火曜日　午前９時～正午８日

法　務
（人権・
戸籍・
登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１７日行　政

毎週月曜～金曜日（第２水曜日は除く）
午前９時３０分～正午と午後１時～３時３０分

消　費
生　活

毎月第２・第３木曜日　午後１時３０分～４時３０分
（予約制（電話可）。１日午前８時３０分から
今月分を受け付け）

１０・
１７日

行　政
書　士
（相続・
遺言） 担当　市民生活課1０４６（２５２）８１５８・８２１８

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１７日駐留軍
離職者 担当　産業課1０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１７日高年齢者職業

総合福祉センター２階毎週土曜・日曜日　午前９時～正午福　祉
サービス 担当　高齢対策課1０４６（２５２）７１２７

1０４６（２５５）０５００
（電話相談）

毎週火曜・木曜日
午前９時～１１時３０分と午後１時～３時３０分

子育て相談
ホットライン

１階児童課内

毎月第３金曜日　午前１０時～午後３時
〈予約制（電話可）。予約は１１日までに〉

１８日婦　人

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後３時母　子
生　活 担当　児童課1０４６（２５２）７２０１

青少年センター内
青少年相談室毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時

青少年
担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７

青少年センター内
教育研究所毎週月曜～金曜日　午前１０時～午後４時

教　育
担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

　て年額５００円。見学代などは別途）
○申込方法　４月２０日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ
◆子どもおはなし会
○と　き　毎週水曜日午後３時３０分
　～４時
○内　容　おはなしサークル「たん
　ぽぽ」による絵本の読み聞かせ、
　素話、手遊び、紙芝居ほか
○申込方法　当日直接会場へ

○と　き　４月１日～５月１８日

ところと　き
座間・相武台老人憩いの家

午前９時３０分
～午後３時３０分

４月８日
立野台・ひばりが丘老人憩いの家　　９日
栗原・相模が丘老人憩いの家　　１０日
入谷老人憩いの家　　１１日

４月の相談日
相談はいずれも無料です

1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

しんぼく



広報�

4.1
【座間市のお知らせ】

◆平成１５年（２００３年）４月１日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　　　：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

取扱金融機関など

問い合わせ先

振替種目と振替日一覧

赤
ち
ゃ
ん� 田所 　優一    ちゃん

たどころ ゆういち

Ｈ１４．１１．３生まれ　男
明王

 中嶋 　海   ちゃん

なかじま まりん

Ｈ１４．１０．２１生まれ　女
東原５丁目

 古川 　恵衣    ちゃん

ふるかわ け い

Ｈ１４．５．９生まれ　女
相武台１丁目

 山下 　悠大    ちゃん

やました ゆうだい

Ｈ１４．５．１６生まれ　男
相模が丘６丁目

こども110番の家�
地域ぐるみで子どもたちを守ろう�

　市青少年健全育成連絡協議会では、「こど
も１１０番の家」の活動を市内全域で進めてい
ます。
　これは、市内の商店や一般家庭などにご協
力をいただき、痴漢行為や不審人物との遭遇、
嫌がらせなどで子どもたちが困ったときに、
安心して駆け込み、助けを求めることができ
る緊急避難場所を設置するものです。

市税などの納付は口座振替で�市税などの納付は口座振替で�

便利で忘れない！便利で忘れない！�便利で忘れない！便利で忘れない！�便利で忘れない！�
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○と　き　４月９日（水）午後０時２０分～０時４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　はる（團伊玖磨）、もう 直 き春になるだらう

じ

　（山田一雄）、飛騨高原の春（小林秀雄）ほか
○演奏者　ソプラノ　井岡科子さん、ピアノ　�野ユミ
　さん

春を歌う
～現代日本の抒情歌～
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３／３１２／２９１／３１１２／２５１１／３０１０／３１９／３０８／３１７／３１６／３０５／３１４／３０　　　　　　　納期限

税目など 納期限の日が、土曜・日曜日のときは月曜日。祝日のときはその翌日

４期３期２期１期固定資産税・都市計画税

４期３期２期１期個人市・県民税

全期軽自動車税

１０期９期８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税

３月２月１月
＜注＞
１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

市営住宅使用料

１０期９期８期７期６期５期４期３期２期１期
介護保険料

１２期１１期１０期
＜注＞
９期８期７期６期５期４期３期２期１期

児童ホーム保護者負担金
（児童ホーム保育料）

１２期１１期１０期
＜注＞
９期８期７期６期５期４期３期２期１期

保育所保護者負担金
（保育園保育料）

＜注＞市営住宅使用料の１２月分および児童ホーム保護者負担金、保育所保護者負担金の９期分の納期限は、金融機関な
　　どの１月最初の営業日です。

《銀行》横浜、みずほ、三井住友、ＵＦＪ、中央三井信
　託、静岡中央、スルガ、三菱信託、神奈川、静岡、八
　千代、りそな、埼玉りそな
《信用金庫》横浜、平塚、城南
《郵便局など》郵便局、さがみ農業協同組合、中央労働
　金庫、神奈川県信用農業協同組合連合会

固定資産税・都市計画税、市・県民税、軽自動車税につい
ては　　　　　　　　　　　　　　収納課1０４６（２５２）８０２１
国民健康保険税については　　国保年金課1０４６（２５２）７００３
市営住宅使用料については　　　　建築課1０４６（２５２）７０３２
介護保険料については　　　　高齢対策課1０４６（２５２）７７１９
児童ホーム保護者負担金については　   児童課1０４６（２５２）７２０１
保育所保護者負担金については　　児童課1０４６（２５２）７２０２
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集まれ！わんぱく力士�集まれ！わんぱく力士�

「新入学（園）児を交通事故から守ろう」

「新入学（園）児の交通事故防止」
「チャイルドシートとシートベルトの着用の徹底」

担当　市交通安全対策協議会事務局（市民生活
　　　課内）1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

　こども１１０番の家には、絵左のようなステッカーを掲示しています。困ったと
きにはすぐ逃げ込むよう、家庭での指導をお願いします。
　また、新たに座間郵便局の協力で、絵右のようなステッカーを張り付けた集配
車などを「走るこども１１０番の家」としました。一時保護や警察への通報などに協
力していただくこの「走るこども１１０番の家」についても、併せてご確認ください。
担当　　　　　　　　　　　　　　　 青少年課1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

　５月の大凧まつり会場で
開催される「第１９回わんぱ
く相撲座間場所」に出場す
る小学生を募集します。
　なお、４年生から６年生
までの優勝者は、両国国技
館で開催される全国大会に
出場できます。
○と　き　５月４日（日） 

　午前９時～午後４時
○ところ　大凧まつり会場内特設土俵（雨天の場合は座間小学校体
　育館）
○競技方法　学年別勝ち抜きトーナメント戦
○対　象　市内および近郊の小学校に在学の男子
○定　員　２５０人（先着順）
○申込方法　指定の申込書に必要事項を記入の上、４月２４日（木）ま
　でに郵送またはファクスで申込先へ
○問い合わせ・申込先　〒２２８－００２４入谷５－１８５８－１座間青年会
　議所わんぱく相撲座間場所事務局1０４６（２５４）７９９９ 5０４６（２５４）
　２８２８（電話は火曜・水曜・金曜日の午前１１時～午後５時）
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  青少年課

1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

重 点 項 目

スローガン

期間４月５日～１１日

キャンプ座間桜まつり中止
　４月５日（土）に予定されていましたキャン
プ座間の桜まつりは、中止となりました。
○問い合わせ先　キャンプ座間1０４６（２５１）１７８８ 
　内線２６３－３０４０
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